
 

 

 

 

 

 

もうすぐ春です       校長 堀口 雪子 

あちこちで咲き出した梅の香りに何だかほっとさせられます。暖かい日も徐々に増え、肌で春を感じ

る季節となりました。 

いよいよ一年間のまとめの月、３月を迎えました。この時期、子供たちは一年間で学習した内容を復

習し、さらに自分の力を蓄えます。また、一年間の自分自身を見つめ、たくさんできるようになったことを

次の学年でどのように活かしていくかを考えます。 

「まとめ」とは、「自分自身の力を確かめ、その力をさらに高めること」なのだと思います。先日の保

護者会ではできるようになったことや学んだことについての発表が多くありました。この堂々として意欲

にあふれている姿をとてもたのもしく感じました。 

さて、学校ではこの時期「もうすぐ○年生」の授業を行います。めあては、「なりたい○年生になるた

めに今頑張ることを決めよう」です。まず、この１年間の成長をふり返ります。そして、新学年になるとど

のような活動があるのかを知り、なりたい自分を描きます。そして、その実現のために、今何を頑張るの

かを考えます。一人で考えたりグループで考えたりしたものを学級のみんなで共有します。最後は、話

合いの意見を参考にして、自分のめあてを決めます。私はぜひ次の４つについて大切にしてほしいとお

話朝会で伝えました。 

・今の学年の学習をしっかり身に付けること 

・学習に取り組む姿勢をしっかり身に付けること 

・自分も自分以外の人も大切にしようとする気持ちと態度を身に付けること 

・自分の役割をみんなのためにしっかりと果たすこと 

授業後、チャレンジ週間を設定し自分のめあてを実践します。子供たちが、最後まで「一人一人のよ

さを伸ばし、共になりたい自分をめざす」ことができるよう、私たちは支援していきます。どうぞご家庭で

も次の学年への取組を応援してくださるようお願いします。 

子供たちが立てためあて 

  ・朝、登校してきたときに、はきはきとあいさつを２回する。（２年） 

  ・授業中に自信をもって１時間に１回は発表する。（３年） 

  ・休み時間にやさしく明るい声で遊びにさそい、１日１回は声をかける。（３年） 

３月２３日は、第５０回卒業式です。９７名の子供たちが高階北小学校を巣立っていきます。２４日は

修了式。あと、わずかでゴールです。一人一人が一日一日を大切にして自分のよさを発揮しながらな

りたい自分をめざしてほしいと願っています。残りわずかとなりましたが、巣立ちゆく卒業生、進級する

在校生が期待と希望をもって新年度を迎えられますよう、教職員一同頑張ってまいります。 
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【学校教育目標】「笑顔輝く高階北小学校の子供の育成」 ・たかまる学び 

・かんじる心 

・きたえる体 



５０周年 東京混声合唱団 記念演奏会 2/24   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 文化庁の事業の一つである「子供のための文化芸術鑑賞・体験再興事業」に応募し、採択校にな

り実現しました。 

 「東京混声合唱団」３０名の演奏家、指揮者、伴奏者、事務局の方をお迎えし、低学年と高学年に

分けて１時間の演奏会でした。 

校歌から始まり、子供たちはびっくりです。プロの大人の方が歌う校歌は、迫力がありとても壮大な

趣が感じられました。改めて高階北小学校の校歌の素晴らしさを実感しました。 

日本の曲、外国の曲と続き、「みんなで歌おう」では指揮者の方からアドバイスをいただき、合唱団

の方々と一緒に校歌と「にじ」「ビリーブ」を歌いました。体育館には、演奏家と子供たちの声が響き渡

り、皆が純粋に歌うことを楽しむ思いで一つになっていました。心の底から「みんなで歌うことは何て気

持ちがよいのだろう」と感じました。「となりのトトロ」や「幸せなら手をたたこう」では、リズムにのり体を

揺らしたり手拍子をうったりして会場のみんなで演奏を盛り上げました。 

演奏家の方々の生き生きと表現される姿に私たちは圧倒されるほどで、とても充実し、何より元気を

いただきました。子供たちの心の中にもきっと残ったことでしょう。 

５年生 心肺蘇生法教室より 2/17 

  埼玉医大救急救命センター医師の方々を講師に、いのちの大切さを考え、心肺蘇生法を覚えるこ

とをねらいとして行いました。「人が倒れていたときに小学生でもできることはある。」「救急車到着ま

で救急隊と同じようなことができなくても、心肺蘇生ができれば助けられる。」と強くお話されていま

した。子供たちは、講師の方々に教えていただきながら初めての心臓マッサージや AED の操作に一

生懸命臨みました。     子供たちの感想から 

    ・心臓マッサージでは最初ひじがのばせなかったが、医師の先生に教えてもらいうまくできた。 

・学校だけでなく、AEDがどこにあるのか場所を覚えておきたい。 

    ・自分だけでは無理かもしれないので、家の人など様々な人に学んだことを話して、倒れた人がい

たときはみんなで判断して命を救えるようにしたい。 

    ・倒れた人がいたら１１９番通報して待つだけではなく、 

心臓マッサージや AEDを使って少しでも救命率を上げる努力 

をした方がよいことがよくわかった。 

    ・私たち一人一人の行動で誰かの命を守れることがわかった。 

合唱団の皆さんの演奏は迫力満点 手拍子を打ちみんなで楽しみました 


